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１ はじめに  
ALOS/AVNIRⅡは，国産の陸域観測技術衛

星で地上分解能10mという精度で観測してい
る。これは，これまで都市域の動態把握にポ

ピュラーに使用されてきたアメリカの衛星

Landsat/TM（地上分解能：30m）に比べ格
段に高いものである。しかしながら，そのた

めデータ量が豊富になり都市域の抽出におい

て詳細な分析が必要となるケースがある。一

方で，都市域と一般に呼ばれるエリアは必ず

しも被覆状態は一様でなく住居やビル，森林，

農用地，裸地といったように衛星データがも

つ情報としては一つにまとめられない状態で

ある。とりわけ日本は狭い地域にそれらが混

在しておりミクセルなど各種の事項を考慮し

なければ正確な都市域の抽出を行うことはで

き な い 。 こ の よ う な 背 景 に 対 し て

ALOS/AVNIRⅡは安価で安定したデータ取
得が続いており，都市計画における都市域の

動態把握への利用を念頭に正確な都市域の抽

出に向けて，取得される都市域の反射特性の

詳細をとりまとめることの意義は高いものと

考える。 
本研究では，正確な都市域の抽出に向けて

高 い 地 上 分 解 能 を 有 す る 国 産 の

ALOS/AVNIRⅡの用途地域別の建築物の反
射特性について名古屋市を対象に分析した結

果を報告する。 
 
２ 使用データ 
分析に使用したALOS/AVNIRⅡは，2008 

年2月25日に撮影された比較的大気の影響が
少ない（撮影時視程:50km）データを使用し
た。また，ALOS/AVNIRⅡの幾何補正および
地図投影のために国土地理院刊行の数値地図 

  25000（地図画像）名古屋を使用し， 建築物
の位置情報に国土地理院がホームページ上で

公開している縮尺レベル2500の基盤地図情
報，用途地域の位置情報は名古屋市発行（平

成１８年）の縮尺レベル25000の名古屋都市
計画図を使用した。 
 
３ 処理法 
 使用したALOS/AVNIRⅡは処理レベル
1B2 でそのままでは地図に重ねることはで
きないため前処理として幾何補正を行った後

に，基盤地図情報等を利用して用途地域の反

射特性を調べた。以下にその処理概要を示す。

なお，これらの処理はリモートセンシング・

GIS ソ フ ト ウ ェ ア の PG-STEAMER
（Pixoneer Geomatics 社製・BIZWORKS 
社販売）を使用した。 
 
(1)前処理 
 数値地図25000（地図画像）に平面直角座
標を与え，これを基にしてALOS/AVNIRⅡの
幾何補正を行った。橋や港湾部の角，大きな

建物の角などでGCP（Groud Control Point：
地上基準点）を取得しアフィン変換によって

幾何補正処理を施した。幾何学的精度は

RMSEで1 画素以内におさめた。 
(2)反射特性分析 
 オーバレイ処理から用途地域別の建築物の

ポリゴンを抽出しそれらとALOS/AVNIRⅡ
が有すBand1（可視青波長帯），Band2（可視
緑波長帯），Band3（可視赤波長帯），Band4
（近赤外波長帯）の４つのデータから波長帯

別の反射特性について各用途地域ごとにDN 
値の最小値，最大値，平均値，標準偏差につ

いて調べとりまとめた。 
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4. 結果 
  表１は，分析したデータを用途地域ごとに

示したものである。なお，第２種低層住居専

用地域，第２種住居地域および準住居地域は

建築物がある程度まとまった状態で存在しな

かったため対象外とした。結果は，おおむね

相対的には全てのBandの反射特性の特徴量は

類似した結果が見られたが，第２種中高層住

居専用地域の標準偏差が他の用途地域と幾分

高いことならびに工業専用地域が他の用途地

域と比べユニークな特徴量を示し平均値をは

じめ標準偏差でも大きな値が示された。 

 

５ まとめ 
 解析結果で示された特徴は，いずれも都市
域の抽出においては誤差要因になりえるもの

である。一般に，都市域の抽出においては分

類処理1)を行って抽出するが，地域的な反射

特性の差異は教師付き分類処理における教師

データの詳細な吟味，さらには分類にあたっ

て領域分割2)の必要性を示唆するものであ

る。ここで調べたDN値は正確に表現すると建

築物の屋根が示す値であってコンクリートか

トタン，瓦といった具合にそれらの違いによ

ってDN値が異なる結果を示すものであるが，  

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第２種中高層住居専用地域や工業専用地域の

ユニークな結果はミクセル問題はもちろん他

の用途地域と比べ中高層ビルや工場などの存

在が屋根の材質と関連し差異が見られたのか

もしれない。そういう点を含め用途区域との

関連についてさらに解析をすすめる予定であ

る。 
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表１ 用途地域別の建築物の反射特性の特徴量 
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